
 

 

 

水撃の心配をしなくてよい水量制御技術 

ポンプ・水車トルク制御による高速水量制御 
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概 要 

パワ－エレクトロニクス技術の進展により、精密なモータのトルク制御が実用となっている。このトルク

制御を水ポンプや水車に応用する。これにより、高速に水量を所望の値にすることができる。 

 

 

 

従来技術・競合技術との比較（優位性） 本技術の有効性 

バルブの開閉で水量を制御する。しかし、水撃の発

生が避けられないので、開度の変化速度に制限を設

けている。 

回転数制御により水量を調節することも行われてい

る。しかし、回転速度の変化率の許容範囲が不明で

あるため、変化率に制限をかけている。 

変化速度の制限を大幅に緩め、高速応答が可能であ

る。 
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適用可能製品・技術 

揚水発電機、上水道大容量ポンプ、など 

知的財産 
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